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ＪＡ阿蘇のホームページに
アクセスできます！

■今号16ページ　主な内容
●令和6年新年のご挨拶 ＪＡ阿蘇組合長 原山寅雄
●「ＪＡくまもと」設立に向けた新たな合併目標期日について
●「特集」新規就農の尾田長政さんにインタビュー
●各スポーツ大会・小国郷収穫感謝祭・
　　　　　　　　　　　　　女性部料理コンテストなど開催
●「イラスト違い」正解者に抽選でプレゼント！etc.
　　　　　　　　　　　　　　　　 今号も話題と情報を満載!!

謹んで新年のお慶びを申し上げます謹んで新年のお慶びを申し上げます
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　新年、明けましておめでとうございます。

　皆様には輝かしい新春をお迎えのことと、お慶び申し上げます。当組合の事業運営につきましては、

日頃より格別なるご協力、ご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

　農業・ＪＡを取り巻く環境は依然として厳しい状況にあります。このような時こそ農家に寄り添った

経営が必要です。高騰対策の一環として肥料・飼料の手数料引き下げ、約６ケ月に及ぶ燃料価格の据え

置き、資材高騰対策事業の助成金申請、販売高を基準とした「資材高騰支援金」の支給など、組合員の

皆様の一助となるよう力を入れて参りました。

　2023年におきましては販売高強化の戦略として、市場のニーズに応えるため改良したトマトの

パッケージングなど、営農・経済プロジェクトの取り組みが日本農業新聞の全国版に取り上げられま

した。同プロジェクトによる収支改善や市場のニーズを的確に応える、これも『連携』無くしては実現

出来ません。今後も阿蘇ブランドのさらなる拡大のため、トップセールスや販売促進活動をひとつ

ひとつ積み重ね、組合員の皆様の手で生産された農畜産物の魅力を届けて参ります。

　県域ＪＡ構想について、地域にＪＡを残すためにも避けては通れない道であると考えております。

これからの合併協議において、たとえ離脱するＪＡがあっても合併に向けて邁進致します。合併して

全てが大きく変わる訳ではなく、地区本部制として今の体制と変わらない始動となります。今後は、

組合員の皆様との対話を通じて理解醸成に取り組んで参ります。

　農業という「命の産業」を守るためにＪＡ、組合員、部会、組織が自らの使命を共有し、互いに

協力しあい、最大限の『連携』を図ることでこの厳しい状況を一丸となって乗り切っていきます。

それぞれの立場・役割・責任を認識して、これからも組合員の皆様のご期待に応えられるＪＡ阿蘇を

目指します。

　結びに、迎えた本年が皆様にとって明るく輝かしい年で

ありますことをご祈念申し上げ、年頭のご挨拶と致します。

阿蘇農業協同組合

代表理事組合長　原山　寅雄

『連携』による総合力の発揮

令和6年（2024年）新年のご挨拶
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10
月
４
日
、
Ｊ
Ａ
そ
お
鹿
児
島
か
ら
Ｊ

Ａ
阿
蘇
の
営
農
・
経
済
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
視

察
団
の
訪
問
を
受
け
、
意
見
交
換
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
Ｊ
Ａ
そ
お
鹿
児
島

か
ら
「
Ｊ
Ａ
阿
蘇
独
自
の
農
業
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
と
し
て
、
何
に
着
目
し
て
ど
こ

に
メ
ス
を
入
れ
た
の
か
。
経
済
事
業
に
関

し
て
打
ち
出
し
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
（
企

業
や
団
体
が
抱
え
る
課
題
や
問
題
な
ど
を

様
々
な
方
法
で
解
決
す
る
シ
ス
テ
ム
や
ノ

ウ
ハ
ウ
）
導
入
時
の
基
準
の
設
定
方
法
や

改
善
さ
れ
た
効
果
、
実
施
す
る
上
で
の
課

題
」
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
な
質
問
や

様
々
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
熊
本
県
下
で
初
め
て
令
和

３
年
度
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
策
定
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
導
入
し
、
成
長
と
効
率
化
を
目
的

と
し
た
14
項
目
の
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策

定
。
改
善
効
果
額
１
億
３
７
０
０
万
円
を

計
画
し
、
持
続
的
な
事
業
力
と
財
務
体
質

の
確
保
を
図
っ
て
い
ま
す
。
取
り
組
み
２
年

目
の
効
果
額
は
約
１
億
８
０
０
万
円
の
実
績

で
計
画
対
比
１
７
０
％
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
原
山
寅
雄
組
合
長

が
「
こ
の
営
農
・
経
済
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通

し
て
職
員
の
責
任
と
役
割
の
意
識
が
変
わ
り
、

や
る
べ
き
こ
と
が
見
え
て
き
た
。
今
後
は

経
済
の
み
な
ら
ず
信
用
や
共
済
部
門
に
お

い
て
も
取
り
組
み
を
波
及
さ
せ
て
い
き
た

い
」
と
、
今
後
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
そ
お
鹿
児
島 

Ｊ
Ａ
阿
蘇
の

営
農
・
経
済
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
視
察

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
導
入
で
意
見
交
換ＪＡ阿蘇への視察歓迎の

挨拶をする原山組合長
ＪＡ阿蘇訪問の挨拶をする
JAそお鹿児島代表の方

写真上＝ＪＡ阿蘇を訪れた
ＪＡそお鹿児島関係者／
写真左＝ＪＡ阿蘇の取り組
みを説明する原山組合長

���� ������������

～～～～

～～～～

～～～～～


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さわやかな秋晴れの下、各スポーツ大会はつらつプレー光る！

ホールポストに狙いを定めて…

「
第
14
回
Ｊ
Ａ
阿
蘇
旗
争
奪

　

学
童
わ
ん
ぱ
く
軟
式
野
球
大
会
」

　
　
　
　
　
　
「
小
国
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
」優
勝

Ｊ
Ａ
阿
蘇
年
金
友
の
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

管
内
８
支
部
か
ら
会
員
１
２
７
人
参
加

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
熊
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　

佐
藤
朝
廣
さ
ん（
阿
蘇
町
）Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
１
位

　

10
月
１
日
、
阿
蘇
市
一
の
宮
総
合
運
動
公
園
で
「
第
14

回
Ｊ
Ａ
阿
蘇
旗
争
奪
学
童
わ
ん
ぱ
く
軟
式
野
球
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て

お
り
、
今
年
度
は
阿
蘇
郡
市
か
ら
８
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま

し
た
。
手
に
汗
握
る
熱
戦
の
結
果
「
小
国
少
年
野
球
ク
ラ

ブ
」
が
優
勝
し
、
古
澤
常
務
よ
り
優
勝
旗
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　

主
催
し
た
共
済
部
は
「
子
供
た
ち
の
生
き
生
き
と
し
た

姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
い
。
選
手
一
人
一
人
の
が

ん
ば
り
に
私
た
ち
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
っ
た
」
と
感
想

を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
（
写
真
＝
優
勝
し
た
小
国
少
年
野
球

ク
ラ
ブ
へ
古
澤

常
務
よ
り
優
勝

旗
授
与
）

　

「
第
21
回
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
熊
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
」
が
11
月
16
日
、
パ
ー
ク
ド
ー
ム
熊
本
で
行
わ
れ
県
内

12
の
Ｊ
Ａ
か
ら
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
阿
蘇
管
内

か
ら
は
18
人
が
参
加
し
、
Ａ
・
Ｂ
２
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

か
れ
て
試
合
を
行
い
ま
し
た
。
試
合
の
結
果
、
阿
蘇
町
の

佐
藤
朝
廣
さ
ん
が
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
で
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

「楽しくプレーしています！」ノリノリで
写真撮影に応じて頂いたグループの皆さん

表彰を受けるＡブロック1位の
佐藤朝廣さん

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
金
融
部
は
10
月
７
日
、
阿
蘇
市
で
「
第
18
回

Ｊ
Ａ
阿
蘇
年
金
友
の
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
同
大
会
は
、
年
金
友
の
会
会
員
の
健
康

増
進
と
親
善
を
目
的
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、
４
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
り
、
管
内
８
支
部
か
ら
会
員
１
２
７
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
プ
レ
ー
は
芝
生
の
上
で
行
わ
れ
、
参
加
者
は

砂
地
と
は
違
う
ス
ト
ロ
ー
ク
感
覚
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
、

笑
顔
で
楽
し
む
姿
が
多
く
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

試
合
の
結
果
、
１
位
、
山
本

カ
ツ
子
さ
ん
（
阿
蘇
町
支
部
）
、

２
位
、
渡
邉
浩
一
さ
ん
（
阿
蘇

町
支
部
）
、
３
位
、
井
国
光
さ

ん
（
産
山
支
部
）。（
写
真
上
＝

芝
生
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
よ
く

見
て
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
！
）
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親
子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
や
熊
本
の

美
味
し
い
農
畜
産
物
・
加
工
品
が
盛
り
だ

く
さ
ん
の
「
２
０
２
３
く
ま
も
と
農
業
フ

ェ
ア
」
が
11
月
11
・
12
日
、
熊
本
県
農
業
公

園
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

会
場
一
帯
に
設
け
ら
れ
た
各
ブ
ー
ス
で

は
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
に
よ
る
地
産
地
消
鍋

（
豚
汁
）
や
Ｊ
Ａ
青
壮
年
部
に
よ
る
餅
つ

き
実
演
・
販
売
会
、
親
子
で
芋
掘
り
体
験
、

Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
農
機
具
展
示
会
な
ど
の

各
種
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
か
ら
は
営
農
部
が
出
店
し
、

西
原
村
産
の
「
シ
ル
ク
ス
イ
ー
ト
」
を
使

っ
た
芋
天
と
新
米
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
に
天
候
に
恵
ま
れ
、
Ｊ
Ａ
阿

蘇
ブ
ー
ス
に
は
た
く
さ
ん
の
人
が
並
び
、

２
日
間
で
約
１
１
５
㎏
の
シ
ル
ク
ス
イ
ー
ト

を
芋
天
に
使
用
し
ま
し
た
。
芋
天
の
他
、

販
売
し
た
新
米
も
２
日
共
に
完
売
し
ま
し
た
。

　

芋
天
を
買
っ
た
来
店
者
は
「
揚
げ
た
て

で
美
味
し
い
」「
何
枚
で
も
食
べ
ら
れ
る
」

「
今
ま
で
サ
ツ
マ
イ
モ
は
苦
手
だ
っ
た
が
、

こ
の
シ
ル
ク
ス
イ
ー
ト
は
美
味
し
い
」
な

ど
嬉
し
い
感
想
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
ブ
ー
ス
に
ご
来
店
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

写真右上＝「芋天はオレに任せろ！」
　　　　　齊藤博満営農部長が芋天作りに参戦！
写真左上＝西原村産の「シルクスイート」を
　　　　　使った芋天
写真右＝スタッフの笑顔が売上増に貢献♥
写真下＝秋晴れに恵まれた
　　　　　　　「くまもと農業フェア」会場

「
２
０
２
３
く
ま
も
と
農
業
フ
ェ
ア
」

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
営
農
部
が
出
店

　

 

西
原
村
産「
シ
ル
ク
ス
イ
ー
ト
」芋
天
と
新
米
を
販
売
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Ｊ
Ａ
阿
蘇
小
国
地
区
で
は
、
10
月
下
旬

か
ら
ダ
イ
コ
ン
の
出
荷
最
盛
期
を
迎
え
て

い
ま
す
。

　

小
国
郷
大
根
部
会
で
は
本
年
度
、
福

岡
・
熊
本
・
長
崎
の
３
県
を
メ
イ
ン
に
19

万
ケ
ー
ス
の
出
荷
を
計
画
し
、
目
標
販
売

高
は
２
億
円
と
し
て
い
ま
す
。
２
Ｌ
・
Ｌ

サ
イ
ズ
が
主
体
で
秀
品
率
は
７
割
で
す
。

　

部
会
長
の
明
里
忠
行
さ
ん
は
「
今
年
は

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
台
風
被
害
や
病
害
虫

の
被
害
も
な
か
っ
た
た
め
品
質
良
好
な
大

根
の
出
荷
が
で
き
て
い
る
。
部
会
員
一
丸

と
な
っ
て
最
後
ま
で
出
荷
を
が
ん
ば
り
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ダ
イ
コ
ン
の
出
荷
は
12
月
中
旬
ま
で
続

け
ら
れ
る
予
定
で
す
。（
写
真
右
＝
ダ
イ
コ
ン

の
出
荷
作
業
を
す
る
明
里
忠
行
さ
ん
）

生産各部会の生育・出荷などの動き

小
国
地
区
の
ダ
イ
コ
ン
出
荷
最
盛
期

福
岡
・
熊
本
・
長
崎
３
県
メ
イ
ン
に

19
万
ケ
ー
ス
出
荷 

販
売
目
標
２
億
円

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
管
内
で
は
９
月
上
旬
よ
り
始

ま
っ
た
イ
チ
ゴ
の
定
植
が
無
事
終
了
。

　

い
ち
ご
部
会
の
大
津
裕
樹
部
会
長
は
、

恋
み
の
り
１
２
６
ａ
を
高
設
栽
培
で
経
営
。

技
能
実
習
生
と
共
に
迅
速
丁
寧
な
作
業
で

定
植
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
津
さ
ん
は
「
本
年
度
は
高
温
や
台
風

の
影
響
も
な
く
、
無
事
に
定
植
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
資
材
高
騰
な
ど
で
農
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
年
々
厳
し
く
な
っ
て

い
る
が
、
逆
境
に
負
け
ず
頑
張
り
た
い
」

と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
主
に
九
州
・
関
東
・
関
西
市

場
メ
イ
ン
の
出
荷
を
重
点
に
計
画
し
て
い

ま
す
。

イ
チ
ゴ
の
出
荷
計
画
量
５
５
５
ｔ

10
月
下
旬
か
ら
出
荷
開
始

定植作業の様子（令和５年９月７日撮影）

　

同
い
ち
ご
部
会
は
部
会
員
41
人
（
前
年

度
比
95
％
）
で
、
面
積
12 

ha
（
同
99
％
）
、

計
画
量
は
５
５
５
ｔ
（
同
１
０
６
％
）
を

目
指
し
、「
恋
み
の
り
」「
さ
が
ほ
の
か
」「
ゆ
う

べ
に
」
の
３
品
種
を
栽
培
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
の
江
藤
秀
晃
指
導
員
は
「
年

内
の
草
勢
管
理
に
重
点
を
置
き
、
肥
培
管

理
や
適
期
防
除
指
導
を
し
て
い
く
」
と
意

気
込
み
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

イ
チ
ゴ
出
荷
い
よ
い
よ
本
番
！

販
売
戦
略
に
力
入
れ
８
億
円
超
目
指
す

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
い
ち
ご
部
会
で
は
10
月
25
日

よ
り
「
恋
み
の
り
」「
ゆ
う
べ
に
」「
さ
が
ほ

の
か
」
の
イ
チ
ゴ
３
品
種
の
出
荷
が
始
ま

り
、
特
に
ク
リ
ス
マ
ス
に
向
け
、
さ
ら
に

出
荷
量
が
増
え
る
見
込
み
で
す
。

　

中
部
地
区
野
菜
集
選
果
場
で
は
（
11
月

21
日
取
材
時
）、
イ
チ
ゴ
を
持
ち
込
む
生

産
者
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
、
当
日
出
荷
で

訪
れ
た
い
ち
ご
部
会
副
部
会
長
の
田
端
伸

吉
さ
ん
は
「
本
年
度
は
味
の
良
い
も
の
が

で
き
た
。
今
は
出
荷
が
始
ま
っ
た
ば
か
り

で
量
は
少
な
い
が
、
今
後
増
え
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

い
ち
ご
部
会
で
は
本
年
度
販
売
基
本
方

針
と
し
て
、
市
場
と
青
果
物
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
間
で
の
情
報
共
有
を
密
に
行

い
、
適
正
単
価
を
維
持
す
る
こ
と
、
ま
た

阿
蘇
ブ
ラ
ン
ド
認
知
拡
大
の
た
め
原
山
組

合
長
に
よ
る
Ｊ
Ａ
阿
蘇
が
定
め
た
九
州
・

関
東
・
関
西
の
重
要
市
場
へ
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
を
行
う
な
ど
、
販
売
戦
略
に
力
を
入

れ
約
８
億
２
５
０
０
万
円
の
販
売
高
を
目

指
し
ま
す
。

イチゴを持ち込む田端さん

写真上＝パック詰めなど出荷作業の様子
写真左＝パック詰めされる「恋みのり」
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　11月18日、小国郷野菜集荷場で「ＪＡ阿蘇小国郷収
穫感謝祭」が開かれました。秋の実りに感謝を込め、そ
して阿蘇地域世界農業遺産認定10周年をお祝いして
多数のキッチンカー出店やＪＡ阿蘇本所・小国郷中央

支所・営農センターの職員らが、県内やＪＡ阿蘇菅内
で収穫した農畜産物を使った料理を振る舞い、大勢
の来場者で賑わいました。ご来場、誠にありがとうござ
いました。

　

収
穫
感
謝
祭
会
場
に
は
Ｊ
Ａ

阿
蘇
各
部
署
職
員
出
店
の
飲
食

物
販
売
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、

各
ブ
ー
ス
と
も
大
人
気
！

　

大
勢
の
来
場
者
が
押
し
寄
せ
、

盛
り
上
が
り
ま
し
た
！

阿蘇地域世界農業遺産認定10周年お祝い! 「ＪＡ阿蘇小国郷収穫感謝祭」阿蘇地域世界農業遺産認定10周年お祝い! 「ＪＡ阿蘇小国郷収穫感謝祭」
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表紙で紹介の生産者 尾田長政さんにインタビュー表紙で紹介の生産者 尾田長政さんにインタビュー特特 集集

　　

【
尾
田
】 

農
業
を
す
る
前
は
、
自
衛
隊

で
働
い
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
の
仕
事
は

自
分
の
性
に
合
っ
て
い
ま
し
た
が
、
定
年

が
早
く
、
退
任
し
た
先
輩
方
が
再
就
職
先

等
で
悩
ん
で
い
る
姿
を
見
て
「
自
分
も
ど

う
し
よ
う
」
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

農
業
に
つ
い
て
は
「
き
つ
さ
に
見
合
っ

て
い
な
い
」
な
ど
の
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー

ジ
を
抱
い
て
い
た
の
で
、
最
初
は
あ
ま
り

考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
農

家
の
方
と
出
会
っ
て
い
く
中
で
、
若
く
て

お
し
ゃ
れ
な
人
が
多
く
、
誇
り
を
も
っ
て

仕
事
さ
れ
て
い
る
様
子
を
目
の
当
た
り

に
し
、
最
初
に
抱
い
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
が

ガ
ラ
リ
と
変
わ
り
ま
し
た
。
「
自
分
で
仕

事
を
決
め
ら
れ
る
」
「
自
分
で
選
択
で
き

る
」
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
、
農
業
を
始
め

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

【
尾
田
】 

正
直
、
自
衛
隊
を
辞
め
る
と

き
は
寂
し
か
っ
た
で
す
。
し
か
し
、
遅
か

れ
早
か
れ
辞
め
る
時
は
来
る
の
で
、
や
り

た
い
こ
と
を
や
る
な
ら
早
い
ほ
う
が
い

い
と
覚
悟
を
決
め
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
辞

め
た
か
ら
と
い
っ
て
関
係
が
途
絶
え
る

わ
け
で
も
な
く
、
そ
の
時
は
た
だ
未
来
を

見
て
、
目
の
前
の
こ
と
に
集
中
し
な
け
れ

ば
！
と
思
い
ま
し
た
。

　

【
尾
田
】 

役
場
の
方
が
山
下
さ
ん
と

マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
「
見

て
い
る
だ
け
」
で
は
な
く
実
際
に
作
業
を

や
ら
せ
て
も
ら
え
、
す
ご
く
勉
強
に
な
り

ま
す
。

　

始
め
て
か
ら
は
「
分
か
ら
な
い
こ
と
が

分
か
ら
な
い
」
状
態
で
す
が
、
防
除
や
水

や
り
等
の
栽
培
管
理
は
し
っ
か
り
こ
だ

わ
り
な
が
ら
作
業
し
て
い
ま
す
。

　

【
尾
田
】 

「
い
い
も
の
が
出
来
て
い
る

か
」
「
仕
事
量
に
見
合
っ
た
品
質
が
き
ち

ん
と
で
き
て
い
る
か
」
、
イ
モ
類
は
収
穫

す
る
ま
で
分
か
ら
な
い
の
で
、
き
ち
ん
と

栽
培
で
き
た
か
不
安
で
し
た
。
初
め
て
サ

ツ
マ
イ
モ
を
収
穫
し
た
と
き
「
今
年
は
い

い
も
の
が
で
き
た
」
と
言
わ
れ
た
の
で
本

当
に
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。「
あ
あ
、
こ
れ
が

お
金
に
な
る
の
か
」
と
す
ご
く
新
鮮
な
気

持
ち
で
す
。

　

【
尾
田
】 

子
供
が
「
農
家
に
な
り
た
い
」

と
言
っ
た
時
、
し
っ
か
り
と
継
が
せ
ら
れ

る
農
家
に
な
り
た
い
で
す
。
独
立
し
た
後

は
ニ
ン
ジ
ン
を
メ
イ
ン
に
栽
培
し
、
４

月
か
ら
妻
も
収
穫
を
手
伝
っ
て
く
れ
る

予
定
で
す
。

　

妻
の
ほ
う
が
「
今
す
ぐ
に
で
も
農
業
し

た
い
」
と
ノ
リ
ノ
リ
な
ん
で
す
（
笑
）
。

　

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
が
、
こ
の
道

に
進
ん
で
良
か
っ
た
と
言
え
る
日
が
来

る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
。

農
業
を
始
め
よ
う
と
思
っ
た

き
っ
か
け
は
？

農
業
を
す
る
と
覚
悟
を
決
め
た
と
き
、

ど
ん
な
思
い
で
し
た
か
？

師
匠
の
山
下
さ
ん
と
の
日
々
は
？

実
際
に
研
修
し
て
、ど
う
で
し
た
か
？

ど
ん
な
農
家
に
な
り
た
い
で
す
か
？

新規就農者の尾田長政さん(39)は、農業師匠の山下一義さんの元「農業師匠制度」を利用し、現在（11月取材）
9か月の研修中。西原村などの営農地12haでサツマイモ、サトイモ、ニンジンなどを栽培。

こ
の
道「
農
業
」に 

進
ん
で
良
か
っ
た
と 

言
え
る
日
が
来
る
よ
う
に 

頑
張
り
た
い
―
。 

農業師匠の山下一義さん新規就農者の尾田長政さん
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　ＪＡ阿蘇女性部は 10 月 18 日、中部営農センターで管

内７支部対抗の料理コンテストを開催しました。

　「乾物を使用した料理」「自由調理」の２つのテーマに各

支部からそれぞれ２品が出品され、組合長や常勤役員らに

よる試食審査が行われました。投票による審査の結果、阿蘇

町と西原が同数で大賞に輝きました。

　「乾物を使用した料理」では、乾物の特徴を活かしボ

リュームがあってヘルシーな料理が、「自由調理」では目

で見ても楽しいデザートなどの料理が並びました。審査

員を代表し田嶋常務は「大賞を決めるのが非常に難しかっ

たです。どの料理も創意工夫が素晴らしく、また食べた

いと思うくらい美味しい料理でした」と講評していました。

（写真右＝料理コンテストに出品された女性部の皆さん）

女性部 料理コンテスト開催！ 色とりどりの料理並ぶ
「阿蘇町」と「西原」両支部が大賞「阿蘇町」と「西原」両支部が大賞

女性部 料理コンテスト開催！ 色とりどりの料理並ぶ
「阿蘇町」と「西原」２支部が大賞「阿蘇町」と「西原」２支部が大賞

出品支部（出品者）と料理

佐藤　和代「ひじき煮入りあんかけがんも」（写真下左）
西村富美枝「簡単なオレンジムース」（写真下右）

阿蘇町支部

役員メンバー共作「高野豆腐のはさみ揚げ」（写真下左）
役員メンバー共作「簡単スコップケーキ」（写真下右）

西原支部

綿貫　初美「バターナッツかぼちゃ濃厚ポタージュ」（写真下左）
松本かよ子「乾燥しいたけの南蛮漬け」（写真下右）

小国郷支部

菅　美佐子「和風コロッケ」（写真下左）
岡田留里子「フルーツパウンドケーキ」（写真下右）

一の宮支部

白鷹美津子「山菜おこわ」（写真下左）
杉本　春子「夏野菜と鶏皮の酢の物」（写真下右）

蘇陽支部

中川　和子「たまご寒天」（写真下左）
中川　和子「納豆あげギョーザ」（写真下右）

高森支部
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出品された料理レシピ

桐原　夏代「オムレツちゃん」（写真下左）
桐原　夏代「ミニトマトキムチ（写真下右）

南阿蘇支部

試食審査の様子

ＪＡ阿蘇女性部「西原支部」役員メンバーによる料理

「簡単スコップケーキ」をご紹介します。

忙しい時期にぴったり！市販のビスケットで

焼かずにたっぷり作れます。

食べたい分をスプーンですくって召し上がれ☆

ＪＡ阿蘇女性部料理コンテスト出品料理　

一の宮支部　菅美佐子さん考案「和風コロッケ」

肉の代わりにひじきを使用しました。

ひじき煮が残った時、作ってみてください

  材料（４人分）

マリービスケット ……………………… 16枚
砂糖 ……………………………………… 16グラム
ブルーベリージャム …………………… 適量
生クリーム ……………………………… 200cc
牛乳（ビスケットを浸す用）…………… 200cc
飾り用フルーツ
（いちご・ぶどう・フルーツ缶詰など）好きなだけ

  作り方 

１．生クリームに砂糖を加えホイップする
２．マリービスケットを牛乳に裏表３秒ずつ浸し、大き
　　めの器にホイップクリーム、ビスケットを並べて２
　　段重ねたらブルーベリージャムを塗り、さらに２段
　　の層を重ねる
３．フルーツを飾り、６～８時間冷蔵庫で冷やして完成

  材料（５人分）

じゃがいも　大３つ　　人参　２分の１本
干し椎茸　２～３枚　　ひじき　20グラム程度
枝豆　少々　　塩コショウ　お好みで
砂糖　しょうゆ　みりん（ひじき煮用味付け、
　　　　　　　　　　　　　　お好みで割合を変える)
揚げ衣用　小麦粉（適量）パン粉（適量）
卵（揚げ衣用 適量）揚げ油（適量）

  作り方 

１．ひじき、椎茸を水でもどしておく。えだ豆はゆで
　　ておく
２．人参、椎茸は千切りにする
３．ジャガイモは皮をむき茹でて潰し、熱いうちに塩
　　コショウをする
４．ひじき、人参、椎茸を炒め砂糖、しょうゆ、みり
　　んを使い好みの味付けをする
５．潰したじゃがいもに（４）と茹でたえだ豆を加え
　　混ぜ合わせる
６．（５）で作ったたねを好みの大きさに丸め、小麦粉、
　　卵、パン粉をつけて油で揚げて完成
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探してみてください！ （出題：イラストレーター みやた みゆき）
左右2つのイラストには、違っているところが5か所あります。

前号「南阿蘇鉄道」答えとプレゼント当選者4名様

   ＝答え＝

①左端の木

②男の子の口

③犬の耳

④列車の窓の数

⑤女の子の髪飾り

●イラスト違いの
答え

　　①

　　②

　　③

　　④

　　⑤

●郵便番号

●住所（番地まで
ご記入ください）

●電話

●氏名　　　　　
　　　●年齢

●ご意見・ご要望

（内容によっては
誌面で取り上げさ

せていただきます
）

●その他

住吉いつ代 様（高森町）

下城知奈美 様（南小国町）

阪東信一郎 様（滋賀県）

尾前すや子 様（阿蘇市）

イラスト違い探し「初詣」応募方法
上のイラスト5か所の違いを、官製ハガキに書いて
応募してください。正解者の中から抽選で 5名様に

　熊本県産あか牛サイコロステーキ（写真＝イメージ）をプレゼントします。
応募締め切りは令和 6年 1 月 15 日（当日消印有効）です。

当選者は次号のＪＡあそだよりで発表します。

「初詣」ＪＡ阿蘇イラスト違い探し
はつもうで
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理 事 会 ・ 監 事 会 報 告

日時：令和5年9月26日午後1時30分

場所：一の宮中央支所会議室

1．開会

2．組合長挨拶

3．協議事項　8月末実績について

　１）貸出金について

　２）団体信用生命共済取扱商品の拡充について（案）

　３）共同住宅ローン株式会社保証の住宅ローン取扱いに

　　 ついて（案）

　４）熊本県常例検査回答書（案）について（第2回目）

　５）支所運営委員の承認について（案）

　６）令和6年度ＪＡ阿蘇職員募集について（案）

報告事項

　１）令和5年度総合展示会開催について

　２）令和5年産米概算金決定について

　３）自主検査結果報告について（令和5年7月検査分）

　４）県域ＪＡ構想について

4．閉会

日時：令和5年10月30日午後1時30分

場所：一の宮中央支所会議室

1．開会

2．組合長挨拶

3．協議事項　委員会報告（総務専門委員会、金融・共済専門委員会）

　　　　　　令和5年度上半期決算実績報告について

　１）貸出金について（案）

　２）法令改正に伴う年金規約の変更について（案）

　３）令和5年度年末年始休日について（案）

　４）支所運営委員の承認について（案）

報告事項

　１）令和5年度理事会付議案件の実行完了について

　２）令和5年度米麦等棚卸監査報告書について

　３）事務ミス等の発生状況について（半期報告）

　４）マネロン・反社等への対応状況について（四半期報告）

　５）余裕金運用状況について（令和5年9月末）

　６）有価証券購入報告について

　７）令和5年度 第3四半期余裕金運用方針について

　８）県域ローンセンター媒介業務実績について（四半期報告）

　９）ＡＴＭ利用状況について（令和5年9月末）　　　　　 →

　10）不祥事未然防止策内部監査実施状況報告書について

　　  （令和5年7月～9月）

　11）令和5年度ＪＡ阿蘇コンプライアンス・プログラムの

　　　進捗状況について（令和5年9月末）

　12）第４回ＪＡ阿蘇アグリイノベーションフェアー開催要領について

　13）令和5年度農政連会費・国際貿易交渉対策募金計画について

　14）令和5年産米予約・集荷実績について

　15）組合員の加入及び脱退状況について（令和5年9月末）

　16）自主検査結果報告について（令和5年8月）

4．閉会

日時：令和5年10月30日午前10時30分

場所：本所2階第一会議室

1．開会

2．挨拶

3．議題

　１）令和5年度上期決算棚卸監査取りまとめについて

　２）令和5年度上期決算監事監査実施手続きについて

報告事項

　①常勤監事業務報告及び会議等報告について

　②不祥事未然防止策内部監査実施状況報告書について

　　（令和5年7月～令和5年9月）

　③行事予定について

4．閉会

■令和5年度第9回理事会

■令和5年度第10回理事会

■令和5年度第9回監事会

● ● ●ＪＡ阿蘇職員異動のお知らせ（令和5年10月1日辞令） ● ● ●

氏 名 旧 辞 令新 辞 令

伊藤　正之　　南部農機センター係　　　　　　　　　　　　　　　阿蘇町農機センター係

下村　憲二　　阿蘇町農機センター係　　　　　　　　　　　　　　南部農機センター係

山内　慶三　　南部車輌センター係　　　　　　　　　　　　　　　阿蘇オートサービスセンター係

藤川　平政　　南部農機センター係　　　　　　　　　　　　　　　阿蘇町農機センター係

横田　健生　　阿蘇町農機センター係　　　　　　　　　　　　　　南部農機センター係







※2024年3月31日までにお借入された方が対象

2024 1 1 2024 3 31

●JAバンク利子補給は当初借入額100万円以上が対象です。●お申込に際しては、JA所定の審査があり、その結果によってはご希望に添えない場合があります。また、担保等を求める場合もあります。●店頭にてご返済額の試算を承っております。
●JAへの出資をお願いする場合がございます。●土日祝日については、一部営業していない店舗があります。●詳しくは、店頭・HPの説明書または、窓口にお問い合わせください。

基準金利は毎月変動します .25%2.35% 1.1% 0%

0 0.1% 0
※借入日より５年後以降は金利負担が発生します。※利子補給・保証料助成総額には上限があります。予算に達し次第終了いたしますので、助成が受けられない場合があります。（2023年10月19日現在）
※基準金利が利子補給率を上回る場合には、利子補給期間においても金利負担が発生します。

年1.00%
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1年ごと

※資金使途によっては対象外となる場合があります。

※制度資金であり予算に限りがあります。
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（スーパーS資金）

年1.00%
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JA

※団信に加入できる商品・資金使途には制限があります。詳しくは、JA窓口までご相談ください（任意加入）

1,800万円以内
2億円以内
2億円以内

1億5千万円以内
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…………………………
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①畜舎、果樹棚、農機具その他の農産物の生産、流通または加工に
必要な施設の改良、造成、復旧または取得に必要な資金

②果樹、その他の永年性植物の植栽、育成に必要な資金
③家畜の購入、育成に必要な資金
④農地の小規模な造成、改良、復旧に必要な資金
⑤農業経営の規模拡大、農業経営の改善に必要な長期運転資金

（資金使途に応じて異なります。）
最大15年、うち据置期間最大７年

個　人
知事が特に必要と認めた場合
法人、集落営農組織等
農業参入法人

原則として熊本県農業信用基金協会の保証を
必要とする

毎年1月20日（休日の場合は翌営業日）の年１回払い

JAバンクの保証料助成により0円

5年間
最大 年1.0%

原則不要

（2023年10月19日現在）

認定農業者、認定新規就農者、一定の要件を満たす農業者（集落営
農組織を含む）、認定農業者となる計画を有する農業参入法人等

JA かみましき 096-234-1157JA熊本市 096-372-6948 JAたまな 0968-72-5505 JA鹿本 0968-41-5132 JA菊池 0968-23-3506 JA阿蘇 0967-22-6111 JA熊本うき 0964-34-3317
JAやつしろ 0965-35-6165 JA あしきた 0966-82-2516 JAくま 0966-38-1101 JA本渡五和 0969-23-2231 JAあまくさ 0969-22-1102 JAれいほく 0969-35-0600
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